









In England, France, Germany, and Japan, curriculum standards are made by the Ministry of Education.  
Textbooks are published by private companies.  In each country, to what extent do the standards influence 
textbooks?  In England and France, they can publish textbooks freely, but in Germany and Japan, the Ministry of 
Education authorizes textbooks.  Is there some difference between the former countries and the latter?  I compare 
curriculum standards and textbooks of four countries, and I attempt a suggestion at an actual textbook system and 
contents in Japan. 
 
１．はじめに 




























ランスは中学 4 年生用，ドイツは小学 4 年生用，日本は








等教育の KS４，citizenship 科を見ると【図 1】のとおり，
ナショナル・カリキュラムの項目数は 10 である(2)。【図
































































j 持続可能な発展，Local Agenda21 を
含めて，地球規模の相互依存，責任に
かかわるより広い問題，挑戦 
 Section 1 ルール，公正，参加，法は少年を公正に扱っているか？
1.1 法はどのように少年に影響を与えるか 1.2 なぜ少年は法を破
るか 1.3 捕まったとき，少年犯罪者には何がおきるか 1.4 少年
犯罪者の制度の内部 1.5 情報 少年裁判制度 
Section 2 人間の権利と責任，すべての人に同じ権利？ 
2.1 正しい，間違っている？ 2.2 ある婦人の選ぶ権利 2.3 人権法
2.4 我々はあなたがどこにいるか知っている 2.5 すべての人に等
しい機会？ 2.6 すべての人にアクセス？ 2.7 人物紹介：障害を
もった有名人 2.8 イギリス法における人権 




か 3.3 何か変えることができますか 3.4 情報 議会の役務 
Section 4 中央政府と議会，どのようにして政治は動くか？ 
4.1 政党 4.2 どうやって議員になるか 4,3 解決せよ！学級選挙
を行う 4,4 政治家に圧力をかける 4,5 内閣は何をするか 4,6
どの種の政府をあなたは選びますか？ 4,7 情報：政党，選挙と議
会 
Section 5 メディアと社会，ニュースとは何か？ 
5.1 何がよいニュースの話をつくるか 5.2 あなた自身のラジオニ
ュースを書いて見なさい 5.3 ニュースにひねりを与える 5.4 だ
れがニュースのなかにいたがるか？ 5.5 出版はいかに自由であ
るべきか 5.6 情報：メディアとコントロール 
Section 6 グローバル・シティズンシップ あなたは世界を変える
ことができるか？ 
6.1 貿易はいかにしてより公正になるか 6.2 貿易のわな－公正な
貿易ゲーム 6.3 きつい仕事！ 6.4 観光事業は他国の人々にいか
に影響を与えるか？ 6.5Myssia での観光事業をどうやって発達
させるか？ 6.6 旅行－良いこと，悪いこと，不快 6.7 連合王国




































































第 5 共和政の制度 国の行政と地方










 Ⅰ市民，共和国，民主主義  
市民の共同体 市民であること：権利と義務 EU における市民 フ
ランス共和国の原理 共和国のシンボル 第 5 共和政と民主主義 
Ⅱ共和国の権力の組織 
憲法，最高法規 行政権 立法権 法の制定 国の行政 地方自治体
フランスの制度と EU 選挙：市民にかかわる事柄 さまざまな政治
選挙 
Ⅲ政治的，社会的市民性 
政党 労働権と組合 結社と圧力団体  
Ⅳ民主主義の討論 
メディアと民主主義 問題となる国家 民主主義，科学と防衛 女性
の地位 
Ⅴ防衛と平和  






































 【図 5】バイエルン州 小学校第 4 学年「事実教授」                     【図 6】Diesnterweg 社教科書目次(19) 
4.1 我々自身のテーマ 
4.2 私と私の経験 4.2.1 人間の発達 4.2.2 自分の未来の観念 
4.3 願望と欲求 4.3.1 流行 4.3.2 時間の流れの中でのステータスシン
ボル  
4.4 共生 4.4.1 市町村で共に生きる 4.4.2 世界の中の我々，我々によ
る世界 
4.5 自然の中で生きる 4.5.1 水の自然循環 4.5.2 動物，植物にとって
生活空間としての水 4.5.3 市町村の課題としての水の供給，下水
処理 
4.6 時間，空間における方向付け 4.6.1 地域の歴史 4.6.2 地図を読む





























大なものとなり，小学校用だけで A4 版 300 ページを超




















































































 中学 3 年公民の学習指導要領(27)と教科書の目次は，【図
8】【図 9】のとおりである。
 
 【図 8】学習指導要領中学 3 年社会 （内容） 【図 9】帝国書院社教科書目次 (28) 
(1)現代社会と私たちの生活  









イ 民主政治と政治参加  
ウ 世界平和と人類の福祉の増大  
 
第 1 部 現代社会と私たちの生活  
現代社会の歩みと私たちの生活  
個人と社会生活 


































































 これまでの議論を整理すると【図 10】のようになる。 
 
 
 【図 10】各国における教育課程基準と教科書 
 イギリス フランス ドイツ 日本 
統一教育課程基準 あり あり 州ごとにあり  あり 
基準の詳細度  簡略 普通 詳細 普通 
基準の法的拘束力 一部あり なし あり あり (33) 
教科書検定 なし なし 州ごとに行う  文科省が行う  
教科書使用義務の規定  なし なし 州によってはあり あり 
教育課程基準の項目と
教科書の項目の一致  なし あり なし あり 























































一方である。例えば中学技術家庭教科書は 1961 年に 18
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